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市
島
謙
吉
（
号
春
城
、
万
延
元
（
一
八
六
〇
）
年
〜
昭
和
一
九
（
一
九
四
四
）
年
）
は
、
新
潟
県
水
原
近
郊
の
豪
農
の
分
家
に
生
れ
、
新
潟
学
校
（
官
立
の
英
学
校
）
を
経
て
東
京
英
語
学
校
、
東
京
大
学
に
学
び
、
同
校
中
退
後
、
一
旦
三
菱
気
船
に
入
社
す
る
が
半
年
足
ら
ず
で
退
社
し
、
大
隈
重
信
が
同
志
を
募
り
結
成
し
た
立
憲
改
進
党
に
入
党
し
た
。
高
田
新
聞
、
新
潟
新
聞
、
読
売
新
聞
で
論
説
活
動
の
後
、
新
潟
県
か
ら
衆
議
院
議
員
に
当
選
し
、
政
界
入
り
し
た
。
し
か
し
、
明
治
三
四
（
一
九
〇
一
）
年
、
結
核
を
発
病
し
、
政
治
活
動
を
断
念
、
大
隈
の
設
立
し
た
東
京
専
門
学
校
（
後
の
早
稲
田
大
学
）
の
経
営
に
携
わ
り
、
そ
の
隆
盛
に
貢
献
し
た
。
政
治
家
と
し
て
活
躍
し
、
か
つ
早
稲
田
大
学
お
よ
び
大
学
図
書
館
館
長
と
し
て
現
在
に
於
け
る
一
大
図
書
館
の
基
礎
を
作
っ
た
。
ま
た
、
日
本
文
庫
協
会
（
日
本
図
書
館
協
会
）
を
立
ち
上
げ
る
に
尽
力
し
た
外
、
文
化
活
動
と
し
て
国
書
刊
行
会
、
大
日
本
文
明
協
会
等
に
関
わ
っ
た
。
晩
年
に
は
執
筆
活
動
に
力
を
入
れ
自
ら
随
筆
家
と
し
て
名
声
を
得
た
。
　
さ
ら
に
市
島
は
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
日
清
印
刷
等
の
起
業
等
実
業
の
面
で
も
実
績
を
残
し
て
い
る
。
　
衆
議
院
議
員
を
三
期
、
都
合
八
年
に
渉
り
務
め
た
業
績
に
つ
い
て
は
多
く
の
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
日
誌
を
始
め
膨
大
な
記
録
資
料
を
残
し
て
い
る
市
島
の
そ
の
方
面
の
研
究
は
、
今
後
の
課
題
で
あ
ろ
う
。
　
市
島
の
こ
う
し
た
記
録
資
料
は
、
戦
災
を
避
け
る
た
め
、
郷
里
に
移
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
一
旦
新
潟
県
立
図
書
館
に
寄
託
さ
れ
る
市
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が
、
昭
和
三
五
（
一
九
六
〇
）
年
に
早
稲
田
大
学
に
お
い
て
生
誕
百
年
記
念
の
諸
行
事
が
行
わ
れ
た
後
に
、
一
括
新
潟
県
立
図
書
館
か
ら
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
に
移
管
さ
れ
た
。
　
現
在
、
こ
の
膨
大
な
資
料
は
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
古
典
籍
デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス
に
編
集
さ
れ
て
お
り
、
検
索
、
閲
覧
が
外
部
か
ら
も
可
能
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
市
島
の
衆
院
議
員
時
代
、
日
本
図
書
館
協
会
の
変
遷
を
も
含
む
、
近
代
日
本
文
化
史
の
研
究
は
更
に
進
め
ら
れ
よ
う
。
　
筆
者
は
前
回
、「
早
稲
田
大
学
図
書
館
紀
要
」
に
早
稲
田
大
学
図
書
館
の
春
城
資
料
に
洩
れ
て
い
る
、
新
潟
市
秋
葉
区
大
鹿
の
吉
田
文
庫
所
蔵
の
『
憶
起
録
』
を
翻
刻
紹
介
し
た
。
今
回
も
、
引
き
続
き
同
文
庫
所
蔵
の
『
枕
頭
日
誌
』
の
影
印
、
翻
刻
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
事
に
な
っ
た
。
以
下
、
若
干
の
事
を
記
し
、
解
題
と
し
た
い
。
　
前
回
の
『
憶
起
録
』
は
、
市
島
の
幼
少
時
代
か
ら
東
京
大
学
入
学
、
同
校
を
退
く
ま
で
の
記
録
で
あ
る
。
そ
の
後
、
新
潟
二
区
か
ら
代
議
士
に
当
選
し
、
議
会
活
動
を
続
け
る
が
、
前
記
の
と
お
り
明
治
三
四
年
八
月
一
三
日
に
新
潟
の
旅
宿
に
お
い
て
結
核
に
罹
病
し
た
。『
枕
頭
日
誌
』
は
、
こ
の
時
の
闘
病
記
で
あ
る
。
　
本
文
共
紙
包
表
紙　
四
つ
目
紙
縒
り
綴　
表
題
『
枕
頭
日
誌
』　
一
八
一
×
一
三
〇
粍
　
全
三
二
丁　
裏
表
紙
「
明
治
三
十
四
年
十
月
下
澣　
鎌
倉
長
谷
僑
居
に
於
て　
春
城
病
客
」
　
表
題
は
表
紙
の
『
枕
頭
日
誌
』
を
採
っ
た
が
、
巻
頭
は
『
枕
上
日
誌
』
と
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
記
録
の
序
文
に
は
、
罹
病
以
来
、
市
島
の
看
護
に
当
っ
た
吉
田
東
伍
、
旗
野
蓑
織
、
和
泉
文
三
の
三
人
に
よ
り
記
さ
れ
た
『
病
床
日
誌
』
を
も
と
に
明
治
三
四
年
一
一
月
五
日
に
擱
筆
し
た
と
あ
る
。
裏
表
紙
の
「
十
月
下
澣
」
と
あ
る
が
、
序
で
言
う
「
十
一
月
五
日
」
ま
た
、
巻
末
で
「
明
治
三
十
四
年
十
一
月
八
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日　
相
州
鎌
倉
海
荘
に
於
て
春
城
病
客
し
る
す
」
と
あ
る
よ
う
に
、
一
旦
一
〇
月
末
に
纏
め
た
後
に
、
校
訂
な
ど
を
施
し
、
序
文
を
認
め
た
事
と
捉
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
本
文
を
見
て
い
く
と
、
か
な
り
の
書
き
込
み
訂
正
、
ま
た
半
丁
切
除
の
個
所
も
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
校
訂
の
結
果
で
あ
ろ
う
。
　
『
病
床
日
誌
』
は
、
現
在
早
稲
田
大
学
図
書
館
の
『
市
島
春
城
資
料
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
看
病
に
当
っ
た
三
人
は
、
吉
田
東
伍
（
大
日
本
地
名
辞
書
編
纂
者
、
旧
姓
旗
野
、
中
蒲
原
郡
大
鹿
村
吉
田
家
入
婿
）、
旗
野
蓑
織
（
安
田
旗
野
家
当
主
、
山
林
経
営
、
酪
農
家
）、
和
泉
文
三
（
五
泉
和
泉
家
、
市
島
妻
ゆ
き
の
甥
、
市
島
家
書
生
）
で
あ
る
。
旗
野
家
は
、
和
泉
家
を
通
じ
て
重
縁
の
関
係
に
あ
っ
た
。
　
『
春
城
日
誌
』
は
こ
の
間
途
切
れ
て
い
る
。
そ
の
事
情
を
日
誌
に
は
八
月
一
三
日
の
項
に
「
午
時
入
浴
中
咳
嗽
を
催
し
咯
血
す
、
医
を
迎
へ
て
診
断
を
乞
ふ
。
本
日
よ
り
九
月
念
二
日
、
即
ち
帰
宅
の
日
に
至
る
記
事
は
病
床
日
誌
に
あ
り
。
依
之
略
之
」
と
記
し
、
こ
の
『
枕
頭
日
誌
』（
こ
ゝ
で
は
『
病
床
日
誌
』
と
し
て
い
る
）
を
以
て
繋
ぐ
意
図
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
従
っ
て
、『
枕
頭
日
誌
』
は
『
春
城
日
誌
』
の
部
分
を
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
内
容
的
な
こ
と
に
簡
単
に
触
れ
る
。
こ
の
間
に
市
島
を
、
見
舞
っ
た
り
、
書
簡
を
寄
せ
た
り
し
た
知
友
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
阪
口
仁
一
郎
、
佐
藤
伊
左
衛
門
、
白
勢
春
三
、
松
井
郡
冶
、
松
木
弘
、
増
田
義
一
、
広
井
一
、
小
田
長
四
郎
、
内
藤
久
寛
等
新
潟
出
身
の
政
財
界
人
、
尾
崎
紅
葉
、
寺
崎
広
業
、
横
山
大
観
、
菱
田
春
草
、
富
岡
永
洗
等
の
文
化
人
等
そ
の
交
際
範
囲
の
広
さ
を
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
宗
家
市
島
徳
次
郎
を
は
じ
め
、
親
族
の
旗
野
、
和
泉
、
伊
藤
家
は
、
市
島
の
療
養
へ
の
援
助
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
。
徳
次
郎
は
、
治
療
に
要
し
た
費
用
は
全
額
負
担
す
る
と
も
言
っ
て
い
る
。
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一
ヶ
月
半
程
で
市
島
は
帰
京
す
る
ま
で
に
回
復
し
、
引
き
続
き
鎌
倉
で
療
養
す
る
。
そ
の
時
に
、「
無
聊
に
不
堪
」
と
、
こ
の
記
録
を
纏
め
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
の
「
市
島
春
城
資
料
」
に
は
『
湘
南
雑
筆
』
と
、
熱
海
で
の
静
養
期
を
記
し
た
『
回
春
日
誌
』
が
あ
り
、
明
治
三
五
年
八
月
に
復
帰
す
る
ま
で
の
記
録
を
た
ど
る
事
が
出
来
る
。
　
今
回
の
掲
載
に
あ
た
り
吉
田
文
庫
の
吉
田
ゆ
き
氏
に
ご
協
力
を
頂
い
た
。
と
り
わ
け
、「
早
稲
田
大
学
図
書
館
紀
要
」
編
集
部
の
ご
厚
意
で
影
印
を
載
せ
る
こ
と
と
な
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
吉
田
氏
は
ご
快
諾
さ
れ
て
、
実
現
の
運
び
と
な
っ
た
。
　
改
め
て
、
吉
田
氏
と
紀
要
編
集
部
に
お
礼
を
申
し
上
げ
る
。
　
な
お
、
吉
田
文
庫
に
は
市
島
が
父
直
太
郎
の
終
焉
を
記
し
た
『
慟
哭
録
』
が
残
さ
れ
て
い
る
。「
春
城
資
料
」
か
ら
洩
れ
た
も
の
だ
が
、
機
会
を
得
て
「
早
稲
田
大
学
図
書
館
紀
要
」
に
紹
介
し
た
い
と
念
願
し
て
い
る
。 
（
二
〇
一
一
・
一
〇
・
三
〇
）
（
か
ね
こ　
こ
う
じ　
元
早
稲
田
大
学
図
書
館
員
）　
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〈
翻
刻
〉
枕
上
日
誌
こ
と
し
明
治
三
十
四
年
八
月
、
越
後
に
帰
省
中
新
潟
客
舎
に
て
図
ら
ず
も
肺
患
を
発
し
、
咯
血
数
次
、
病
床
に
在
る
こ
と
五
十
日
。
此
間
の
日
誌
は
看
護
を
執
ら
る
ゝ
吉
田
東
伍
、
旗
野
蓑
織
、
和
泉
文
三
諸
子
に
よ
り
て
し
る
さ
れ
「
病
床
日
誌
」
と
題
す
る
手
帳
二
冊
あ
り
。
頃
者
鎌
倉
に
静
養
中
之
無
聊N
不
堪
、
日
々
若
干
頁
を
浄
写
し
、
且
つ
余
の
記
臆
を
増
補
し
、
名
づ
け
て
枕
上
日
誌
と
云
ふ
。
明
治
三
十
四
年
十
一
月
五
日
鎌
倉
無
機
庵
に
於
て 
春
城
病
客
し
る
す
」（
１
オ
）
○
八
月
十
三
日
此
夜
は
同
宿
の
東
京
新
聞
記
者
と
快
談
に
夜
を
深
し
た
れ
ど
も
、
今
朝
は
例
に
よ
り
早
く
起
き
、
四
、
五
の
郵
信
を
発
し
、
九
時
過
る
頃
旅
宿
の
下
婢
の
風
呂
を
つ
か
ひ
に
来
れ
る
を
幸
と
し
、
起
つ
て
浴
室
に
入
り
、
未
た
湯
漕
に
入
ら
さ
る
前
、
咳
気
を
催
し
唾
を
吐
き
し
に
鮮
血
の
交
り
出
で
し
に
驚
ろ
き
た
れ
ど
も
、
真
逆
に
肺
の
血
に
は
あ
ら
さ
る
べ
し
と
、
そ
を
験
せ
ん
と
欲
し
、
試
み
に
咳
一
咳
其
都
度
鮮
血
の
混
じ
出
る
に
、
さ
て
は
と
驚
ろ
き
倉
皇
衣
服
を
着
け
、己
か
室
へ
駆
け
戻
り
、樓
主
を
召
し
て
新
潟
病
院
長
（
池
原
康
造
氏
）
を
急
に
迎
へ
よ
と
命
ず
。
偶
々
高
岡
忠
郷
氏
来
訪
、
五
分
間
程
談
話
の
後
別
る
。
新
潟
病
院
の
代
診
間
も
な
く
来
り
先
づ
診
す
。
曰
く
、
肺
部
に
」（
１
ウ
）
多
少
の
申
分
あ
れ
ど
も
、
咯
血
を
見
る
程
の
申
分
に
も
あ
ら
ず
と
。
兎
角
要
領
を
得
す
。
斯
く
て
午
後
四
時
に
至
り
、
池
原
院
長
来
り
一
診
の
後
曰
く
、
肺
患
な
り
と
。
此
の
一
言
は
死
刑
の
宣
告
を
受
け
し
と
一
般
。
し
ば
ら
く
は
呆
然
た
り
。
実
は
昨
年
の
暮
れ
方
よ
り
身
体
健
康
を
欠
き
、
当
年
夏
前
も
何
に
と
な
く
す
ぐ
れ
ず
。
帰
省
前
の
ご
と
き
精
神
懊
鬱
し
て
不
快
を
感
す
る
こ
と
甚
し
く
、
避
け
得
べ
く
ん
ば
帰
省
を
見
（
表
紙
）
枕
頭
日
誌　
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合
し
た
く
思
へ
し
程
な
り
き
。
然
る
に
差
か
ゝ
る
緊
急
の
用
務
は
遷
延
を
許
さ
ゞ
る
を
以
て
已
む
な
く
帰
省
し
、
一
応
用
の
片
付
き
し
上
は
佐
渡
辺
に
遊
び
、
身
体
を
保
養
せ
ん
と
故N
、
長
男
さ
へ
同
伴
し
」（
２
オ
）（
２
ウ
切
除
）
用
務
も
半
ば
片
付
き
た
れ
ば
、
一
両
日
に
は
佐
渡
へ
出
発
せ
ん
と
其
準
備
中
な
り
し
に
、
意
外
の
咯
血
に
意
外
の
診
断
を
受
け
た
る
に
ぞ
。
吾
れ
は
し
ば
ら
く
夢
に
あ
ら
ず
や
と
ま
で
疑
ひ
り
。
吾
か
健
康
は
如
何
に
も
勝
れ
ざ
り
し
か
ど
も
、
肺
に
申
分
あ
り
と
は
露
思
は
さ
り
し
。
何
ん
と
な
れ
ば
一
ヶ
月
程
前
、
他
の
病
気
に
罹
り
し
折
医
師
に
診
せ
し
め
し
に
、
肺
に
は
異
状
な
し
と
言
し
を
堅
く
信
じ
居
た
れ
ば
な
り
。
自
信
如
此
な
る
に
宣
告
は
如
此
し
と
す
れ
ば
、
余
の
驚
駭
も
随
つ
て
大
な
ら
さ
る
を
得
さ
る
也
。
余
は
実
に
驚
ひ
て
為
す
所
を
知
ら
ず
。
今
ま
で
は
病
人
と
も
」（
３
オ
）
思
は
ず
、
談
笑
自
若
た
り
し
か
、
此
宣
告
を
受
る
と
同
時
に
、
気
力
は
一
図
に
阻
喪
し
、
忽
ち
に
し
て
重
病
人
と
な
り
終
れ
り
。
想
ふ
に
余
の
顔
色
の
ご
と
き
も
必
ら
す
同
時
に
非
常
の
変
化
を
な
し
た
る
な
る
べ
し
。
池
原
院
長
の
曰
く
、
直
ち
に
安
臥
、
患
部
に
間
断
な
く
氷
嚢
を
加
へ
、
静
養
を
旨
と
す
べ
し
と
。
余
問
ふ
、
幾
日
治
療
せ
ば
帰
京
し
得
へ
き
や
。
院
長
曰
く
、
咯
血
全
く
止
ま
ら
ば
、
一
週
間
後
に
汽
車
に
乗
る
も
差
支
な
か
ら
ん
。
余
又
問
ふ
、
幾
月
を
経
ば
社
会
に
馳
騁
し
得
べ
き
や
。
院
長
曰
く
、
少
な
く
と
二
、
三
年
は
万
事
を
廃
せ
さ
る
可
ら
ず
と
。
既
に
死
刑
の
宣
告
を
受
く
。
余
の
云
々
は
宣
告
の
説
明
に
過
ぎ
ず
。
亦
重
ね
て
驚
く
を
要
せ
さ
る
也
。
偶
々
旗
野
蓑
」（
３
ウ
）
織
氏
同
宿
し
て
他
室
に
在
り
。
招
へ
て
病
症
を
告
ぐ
。
晩
間
近
藤
乕
五
郎
、
肥
田
野
畏
三
郎
両
氏
要
件
を
帯
び
来
訪
。
病
床
に
延
て
談
話
三
十
分
計
に
し
て
別
る
。
咯
血
以
来
し
ば
〳
〵
体
温
を
験
す
る
も
、
豪
も
発
熱
を
認
め
す
。
夜
に
入
り
熟
睡
、
天
明
を
知
ら
す
。
今
日
、
炎
暑
な
れ
ど
も
空
に
雲
多
く
夕
刻
に
夕
立
さ
へ
あ
り
。
気
温
八
十
六
度
に
昇
る
。
八
月
十
四
日　
気
温
八
十
六
度
起
、
二
階
を
下
り
盥
嗽
す
。
一
咳
、
黒
色
の
小
血
塊
を
吐
出
す
。
蓋
し
昨
日
の
残
り
な
る
べ
し
。
今
日
、
居
室
を
下
座
敷
へ
移
す
。
庭
に
面
す
る
一
室
を
余
の
室
と
し
、
次
の
間
を
看
護
室
に
充
つ
。
旗
野
氏
を
し
て
病
状
の
大
要
を
東
京
宅
へ
報
」（
４
オ
）
せ
し
む
。
旗
野
帰
村
に
つ
き
吉
田
東
伍
氏
（
偶
々
帰
省
中
な
り
し
）
代
は
つ
市
島
春
城
自
伝
資
料
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翻
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て
看
護
の
労
を
取
ら
ん
と
て
来
訪
あ
り
。
氏
を
し
て
病
状
を
宗
家
并
に
一
、
二
親
族
へ
報
せ
し
む
。
宗
家
よ
り
波
多
野
英
太
郎
、
新
潟
新
聞
社
よ
り
越
智
修
吉
氏
見
舞
之
為
来
訪
あ
り
。
東
京
宅
并
に
小
崎
懋
氏
へ
送
銀
の
手
続
を
為
す
。
宗
家
よ
り
金
弐
百
円
也
領
掌
。
こ
れ
は
来
年
分
奨
学
金
之
内
都
合
あ
り
、
前
渡
を
乞
し
な
り（マ
マ
））。
午
後
三
時
、
池
原
院
長
来
診
あ
り
。
発
熱
な
く
病
状
依
然
な
り
。
今
日
よ
り
看
護
婦
一
名
を
傭
ひ
入
る
。
熟
睡
。
　
　
　
　
　
　
　
　
朝　
三
十
六
度
三
分
　
　
　
体
温　
　
　
昼　
三
十
六
度
五
分　
　
　
搏
脈 
七
十
四
　
　
　
　
　
　
　
　
夕　
三
十
六
度
四
分　
　
　
　
」（
４
ウ
）
八
月
十
五
日
炎
暑
。
風
あ
り
、
夜
に
入
り
風
止
む
。
気
温
九
十
度
に
上
る
。
午
前
四
時
頃
床
中
に
発
咳
、
小
量
の
血
痰
を
排
出
す
。
新
旧
相
交
は
り
色
紅
黒
也
。
体
温
三
十
六
度
、
搏
脈
七
十
六
。
七
時
半
一
咳
、
又
血
痰
を
出
す
。
其
量
小
盞
一
杯
も
あ
り
し
か
。
田
辺
久
蔵
氏
よ
り
来
書
あ
り
（
前
日
の
照
会
に
対
す
る
返
信
也
）。
又
、
佐
藤
伊
助
氏
よ
り
書
留
書
状
（
金
弐
百
五
十
円
銀
行
手
形
封
入
）
到
来
。
田
沢
実
入
、
萩
野
左
門
、
肥
田
野
畏
三
郎
、
高
橋
義
彦
、
栗
林
貞
吉
、
上
野
喜
永
次
の
諸
氏
見
舞
之
為
来
訪
あ
り
。
一
々
応
接
す
。
午
後
四
時
、
池
原
院
長
来
診
。
下
剤
を
服
す
。
夜
に
入
り
少
し
く
利
す
。
晩
間
児
機
」（
５
オ
）
柏
崎
よ
り
帰
へ
る
（
去
る
十
一
日
宗
家
の
清
松
氏
と
佐
渡
へ
行
く
と
て
出
発
之
処
見
合
せ
、
余
の
病
を
知
ら
す
柏
崎
よ
り
帰
港
せ
し
な
り
）。
宿
へ
金
五
十
円
也
、
前
用
分
払
之
内
へ
相
渡
す
。
尽
日
発
熱
な
く
、
夜
に
入
り
熟
睡
す
。
八
月
十
六
日
快
晴
、
昨
に
同
じ
。
東
京
宅
、
和
泉
文
三
子
に
発
電
、
看
護
の
為
早
く
来
れ
と
申
送
る
。
今
朝
、
又
血
痰
を
排
出
す
。
此
量
昨
に
比
す
れ
ば
少
な
し
。
朝
、
多
少
の
通
あ
り
。
藤
井
寅
一
郎
、
湾
月
主
人
、
坂
口
仁
一
郎
、
肥
田
野
畏
三
郎
、
高
沢
喜
一
郎
の
諸
氏
交
々
来
訪
あ
り
、
帰
宅
中
の
旗
野
氏
出
港N
付
、
明
日
吉
田
落
後
氏
、
児
機
を
伴
ふ
て
帰
京
に
決
し
、
午
後
吉
」（
５
ウ
）
田
氏
自
村
へ
帰
へ
る
。
晩
間
、
坂
口
、
肥
田
野
両
氏
来
訪
、
用
務
に
関
し
三
十
分
以
上
談
論
す
。
心
気
昂
然
た
る
を
覚
ふ
。
池
原
院
長
来
診
あ
り
。
夜
に
入
り
熟
睡
。
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朝　
三
十
六
度
五
分
　
　
　
体
温　
　
　
昼　
三
十
六
度
九
分
　
　
　
　
　
　
　
　
夕　
三
十
六
度
八
分
八
月
十
七
日　
朝
気
温 
八
十
三
度
昨
夜
二
時
過
、
大
雨
一
過
。
今
朝
、
涼
気
を
覚
ふ
。
午
前
四
時
夢
覚
め
、
咳
気
を
催
し
血
痰
を
排
出
す
。
次
て
又
一
時
相
踵
〳
〵
こ
と
数
回
、
其
都
度
咯
血
あ
り
。
而
し
て
咳
嗽
連
り
に
起
り
底
（
マ
マ
）止
す
る
所
を
知
ら
さ
る
の
感
あ
り
。
已
む
な
く
食
塩
を
啣
む
む
て
阻
遏
を
図
る
、
漸
効
あ
り
。
果
然
効
あ
り
。
漸
」（
６
オ
）
や
く
に
し
て
罷
む
。
此
の
数
次
に
吐
出
せ
し
血
痰
は
水
飲
コ
ッ
プ
に
一
杯
半
計
。
蓋
し
発
病
後
の
大
咯
血
也
。
今
咯
血
の
痛
苦
を
試
み
に
形
状
せ
ん
に
、
血
痰
の
発
出
を
催
す
や
、
咽
喉
の
右
方
（
患
部
に
接
す
る
方
）
先
つ
鳴
り
踵
て
咳
嗽
を
禁
し
能
は
す
。
一
た
び
咳
す
れ
ば
咳
咳
数
次
其
続
出
を
禁
す
る
能
は
す
。
其
の
都
度
出
血
す
る
の
気
味
の
わ
る
さ
は
到
底
名
状
の
外
に
在
り
。
去
る
十
三
日
の
出
血
に
は
唯
た
血
を
見
て
驚
き
し
の
み
。
未
た
咯
血
の
苦
悶
を
知
ら
さ
り
し
が
、
今
朝
は
じ
め
て
苦
悶
を
感
じ
た
り
。
こ
の
の
ち
肺
病
の
真
味
は
今
朝
に
至
り
は
じ
め
て
覚
り
た
り
。
苦
悶
僅
か
に
収
ま
り
万
感
胸
中
に
出
没
す
る
折
柄
、
児
は
新
津
駅
に
吉
田
落
後
氏
」（
６
ウ
）
と
落
合
は
ん
と
て
別
を
告
げ
て
出
発
し
た
り
。
看
護
婦
、
定
刻
体
温
を
検
す
。
三
十
六
度
也
。
朝
餐
後
旗
野
氏
、
病
状
報
告
旁
新
潟
病
院
に
院
長
を
訪
ひ
、
且
つ
院
長
不
日
洋
行
の
事
あ
る
を
以
て
、
不
在
中
若
杉
医
学
士
（
喜
三
郎
）
を
以
て
主
任
医
と
な
す
の
件
を
交
渉
す
。
医
師
は
、
今
朝
の
咯
血
を
以
つ
て
来
客
と
応
接
の
結
果
に
帰
し
、
厳
に
接
客
を
禁
し
読
む
を
禁
し
、
便
用
と
雖
も
起
つ
可
ら
ず
と
注
意
す
。
今
日
よ
り
一
名
の
看
護
婦
を
加
ふ
。
市
島
毅
一
郎
、
佐
藤
伊
左
衛
門
、
川
崎
哲
太
郎
、
市
島
直
治
、
松
井
郡
冶
の
諸
氏
、
交
々
見
舞
は
れ
し
も
、
医
戒
に
よ
り
面
会
せ
す
。
東
京
宅
へ
発
電
、
和
泉
の
出
」（
７
オ
）
発
を
照
会
す
。
今
夜
、
新
潟
着
の
返
電
あ
り
。
夜
に
入
り
到
着
す
。
晩
間
、
池
原
院
長
、
若
杉
医
学
士
立
会
之
上
診
察
あ
り
。
体
温
は
三
十
六
度
一
、
二
分
。
就
眠
後
熟
睡
。
八
月
十
八
日
朝
来
雨
あ
り
、
冷
気
を
覚
ふ
。
九
時
頃
雨
霽
る
。
気
温
八
十
五
度
。
今
朝
四
時
、
七
時
の
両
度
に
若
干
の
血
痰
を
咯
血
す
。
二
回
の
分
市
島
春
城
自
伝
資
料
『
枕
頭
日
誌
』
解
題
・
影
印
・
翻
刻
─　　─71
量
コ
ッ
プ
に
半
杯
位
。
色
黒
味
を
帯
ぶ
。
蓋
し
昨
日
の
残
り
な
ら
ん
。
咯
血
中
昨
日
の
如
き
苦
悶
を
感
せ
ず
。
東
京
宅
よ
り
病
状
に
関
し
照
電
あ
り
。
直
ち
に
返
電
す
。
又
、
郵
書
を
発
し
て
細
報
す
（
十
七
日
咯
血
後
、
十
数
日
間
往
復
の
細
事
は
余
に
図
ら
ず
和
泉
万
端
取
計
ら
へ
り
）。
今
日
は
来
訪
者
は
左
」（
７
ウ
）
の
諸
氏
な
り
。
　
　
　
市
島
毅
一
郎
氏　
　
三
田
村
太
郎
氏　
　
小
田
長
四
郎
氏
　
　
　
真
島
信
城
氏　
　
　
平
田
重
平
氏　
　
　
小
師
橘
三
郎
氏
　
　
　
佐
藤
伊
助
氏　
　
　
石
塚
三
郎
氏　
　
　
川
崎
哲
太
郎
氏
又
、
宗
家
よ
り
新
に
見
舞
之
為
人
を
遣
は
さ
れ
た
り
。
定
刻
池
原
院
長
来
診
あ
り
。
七
時
半
竹
山
（
屯
）
医
師
、
又
来
診
あ
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
朝　
三
十
六
度　
　
　
　
　
脈
搏
九
十
　
　
　
　
体
温　
　
昼　
三
十
六
度
一
分　
　
　
〃
七
十
八
　
　
　
　
　
　
　
　
夕　
三
十
七
度
一
分
八
月
十
九
日
晴
。
気
温
九
十
度
。
午
後
五
時
よ
り
驟
雨
あ
り
。
体
温
、
昨
日
と
」
（
８
オ
）
大
差
な
し
。
午
前
八
時
、
池
原
、
若
杉
、
竹
山
の
三
医
師
立
会
診
察
の
上
、
池
原
洋
行
に
付
自
今
若
杉
氏
主
ら
治
療
を
担
当
し
、
竹
山
氏
補
助
を
な
す
事
に
決
す
。
今
朝
、
咳
気
な
く
血
痰
の
咯
出
な
く
気
分
も
甚
た
佳
也
。
家
弟
よ
り
見
舞
状
到
る
。
和
泉
よ
り
病
状
を
報
道
す
。
宗
家
よ
り
看
護
補
助
と
し
て
本
多
岩
次
郎
を
特
に
遣
は
さ
る
。
山
田
一
郎
、
金
田
福
太
郎
諸
氏
よ
り
見
舞
状
来
る
。
又
、
左
の
諸
氏
の
来
訪
あ
り
。
　
　
　
渡
辺
藤
太
郎
氏　
　
長
谷
川
晋
次
郎
氏　
白
勢
春
三
氏
　
　
　
赤
塚
政
一
氏　
　
　
川
崎
哲
太
郎
氏　
　
飯
村
修
治
氏
　
　
　
鈴
木
久
蔵
氏　
　
　
真
島
桂
次
郎
氏　
　
石
津
兵
吾
氏
」（
８
ウ
）
午
後
七
時
、
東
京
宅
よ
り
内
人
の
名
義
に
て
、
和
泉
宛
看
護
の
為
出
発
す
る
旨
を
電
報
し
来
る
。
和
泉
等
は
内
人
の
来
る
為
、
病
人
或
は
小
児
の
為
め
に
心
配
せ
ん
か
と
気
遣
ひ
、
帰
県
に
及
は
さ
る
旨
を
返
電
し
、
吉
田
東
伍
、
江
部
淳
心
へ
も
同
様
の
電
報
を
発
し
、
別
に
事
情
を
詳
か
に
し
た
る
郵
信
を
発
せ
り
。
○
八
月
廿
日
晴
天
。
正
午
気
温
八
十
九
度
。
夜
十
一
時
大
雨
あ
り
。
体
温
昨
日
と
大
差
な
し
。
東
京
宅
よ
り
内
人
帰
国
を
見
合
せ
た
る
旨
電
報
あ
り
。
高
田
早
苗
氏
よ
り
病
状
の
照
会
あ
り
。
和
泉
よ
り
詳
報
す
。
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田
辺
久
蔵
、
三
輪
潤
太
郎
、」（
９
オ
）
鈴
木
弘
諸
氏
よ
り
郵
書
若
く
は
電
報
に
て
見
舞
あ
り
。
又
、
左
の
諸
氏
見
舞
之
為
め
訪
問
せ
ら
る
。
　
　
　
柏
田
盛
文
氏　
　
真
島
桂
次
郎
氏　
真
島
信
城
氏
　
　
　
立
川
三
五
郎
氏　
佐
藤
伊
助
氏　
　
川
崎
哲
太
郎
氏
午
後
四
時
、
若
杉
氏
来
診
あ
り
。
踵
て
竹
山
氏
の
来
診
あ
り
。
看
護
婦
病
気
に
付
他
の
看
護
婦
と
更
替
す
。
○
八
月
廿
一
日
晴
天
。
北
風
強
し
。
気
温
九
十
度
。
体
温
容
躰
、
昨
日
と
大
差
な
し
。
東
京
宅
へ
病
状
を
報
す
。
大
隈
伯
爵
よ
り
見
舞
之
電
報
到
る
。
即
時
返
電
す
。
午
後
四
時
、
若
杉
学
士
来
診
あ
り
。
今
日
来
訪
者
如
左
。」（
９
ウ
）
　
　
　
　
曽
我
直
一
郎
氏　
和
泉
信
平
氏　
　
佐
藤
宗
弥
氏
　
　
　
　
丹
呉
俊
平
氏　
　
真
島
仲
太
郎
氏　
中
野
平
弥
氏
　
　
　
　
市
島
十
五
郎
氏　
吉
田
善
太
郎
氏　
芝
田
高
橋
館
本
日
、
本
多
岩
次
郎
を
宗
家
へ
帰
へ
し
病
状
を
報
せ
し
む
。
看
護
婦
一
名
病
気
に
付
他
と
更
替
す
。
○
八
月
廿
二
日
曇
天
。
涼
気
体
に
よ
し
。
朝
体
温
三
十
五
度
五
分
。
午
前
八
時
、
若
杉
医
師
来
診
。
体
温
低
下
に
付
注
意
あ
り
。
盥
嗽
の
際
指
頭
大
の
血
塊
を
排
出
す
。
病
状
、
昨
日
と
異
な
る
な
し
。
中
野
平
弥
氏
細
君
、
市
島
直
治
、
川
崎
啓
太
郎
等
来
訪
あ
り
。
東
京
の
富
岡
永
洗
、
尾
崎
紅
葉
両
氏
へ
書
」（
10
オ
）
を
発
し
て
事
を
託
す
。
午
後
八
時
、
竹
山
医
師
の
来
診
あ
り
。
今
日
、
旗
野
蓑
織
氏
帰
村
す
。
夜
に
入
り
降
雨
あ
り
。
○
八
月
廿
三
日
午
前
十
時
夜
来
の
雨
霽
る
。
冷
気
体
に
可
也
。
今
朝
も
亦
指
頭
大
の
黒
色
血
塊
を
排
出
す
。
容
体
、
昨
日
よ
り
も
可
也
。
真
島
仲
太
郎
、
吉
田
善
太
郎
、
田
辺
良
平
、
市
島
文
太
郎
、
田
沢
実
入
之
諸
氏
来
訪
あ
り
。
家
信
に
接
す
。
午
後
四
時
、
若
杉
医
師
来
診
。
曰
く
、
血
塊
の
排
出
、
全
く
絶
へ
て
一
週
間
を
経
過
せ
ば
床
上
に
座
す
る
も
妨
け
な
し
と
。
晩
間
、
直
治
、
本
多
静
六
氏
（
氏
は
直
治
其
他
の
大
学
生
を
伴
ふ
て
北
海
道
旅
行
を
終
り
、
両
三
日
前
此
地
へ
来
り
し
也
）
の
慰
問
」（
10
ウ
）
の
意
を
伝
へ
氏
よ
り
贈
ら
れ
た
市
島
春
城
自
伝
資
料
『
枕
頭
日
誌
』
解
題
・
影
印
・
翻
刻
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り
と
て
盆
栽
を
齎
ら
し
来
る
。
○
八
月
廿
四
日　
気
温
八
十
五
度
曇
天
、
晴
。
今
朝
、
血
痰
を
見
す
。
容
体
、
昨
日
に
比
す
れ
ば
可
也
。
真
島
叔
母
、
和
泉
叔
父
交
々
来
訪
あ
り
。
病
牀
無
聊
に
堪
へ
ず
。
絹
本
を
購
ひ
、
永
井
一
禾
を
し
て
巌
谷
一
六
、
横
山
大
観
、
菱
田
春
草
等
に
書
画
を
請
は
し
む
。午
後
、若
杉
、竹
山
医
師
交
々
来
診
あ
り
。○
八
月
廿
五
日　
正
午
気
温
九
十
一
度
今
朝
も
血
痰
を
見
す
。
容
体
、
昨
日
に
比
す
れ
ば
更
ら
に
可
。
元
気
も
幾
許
回
復
に
向
ひ
る
思
を
為
す
。
左
の
数
氏
交
々
」（
11
オ
）
来
訪
あ
り
。
然
れ
と
も
未
た
接
見
を
許
さ
れ
す
。
　
　
　
柏
田
哲
男
氏　
　
広
川
東
朔
氏　
　
坂
口
仁
一
郎
氏
　
　
　
真
島
信
城
氏　
　
和
泉
巌
吉
氏　
　
上
野
喜
永
次
氏
　
　
　
保
坂
潤
治
氏　
　
保
坂
祐
吉
氏　
　
赤
塚
政
一
氏
　
　
　
高
橋
義
彦
氏　
　
海
治
英
祐
氏
赤
塚
政
一
氏
、
上
京
に
付
東
京
宅
へ
病
状
を
報
し
、
家
事
を
託
す
。
又
、
発
病
以
来
諸
方
よ
り
贈
ら
れ
た
る
見
舞
品
山
積
、
置
く
に
所
な
き
を
以
て
、
こ
れ
又
同
氏
に
托
し
東
京
宅
へ
送
る
。
午
後
例
刻
、
若
杉
、
竹
山
両
医
来
診
。
踵
而
水
原
の
武
者
医
師
、
宗
家
の
命
に
よ
り
来
り
診
し
、
二
、
三
注
意
す
る
所
あ
り
て
去
る
。
本
日
、
灌
腸
を
行
ふ
。
夜
に
入
り
」（
11
ウ
）
利
す
。
東
京
宅
へ
寝
具
、
冬
服
を
遣
す
べ
き
旨
申
送
る
。
○
八
月
廿
六
日　
気
温
八
十
九
度
晴
。
朝
来
暑
気
甚
し
。
容
体
、
昨
日
と
同
じ
く
血
痰
の
排
出
な
し
。
田
中
専
門
学
校
幹
事
、
東
北
旅
行
を
終
つ
て
帰
校
。
余
の
病
状
を
照
電
し
来
る
。
直
に
返
電
す
。
尾
崎
紅
葉
、
高
田
早
苗
両
氏
よ
り
見
舞
状
到
る
。
栗
林
細
君
、
潮
田
方
蔵
、
越
智
脩
吉
、
滝
波
重
平
、
高
橋
義
彦
の
諸
氏
交
々
来
訪
あ
り
。
午
後
例
刻
、
若
杉
医
師
来
診
。
自
今
、
鶏
卵
、
牛
乳
、
ソ
ッ
プ
の
外
消
化
し
易
き
固
形
食
物
を
用
ゆ
る
こ
と
を
許
さ
る
。
又
、」（
12
オ
）
小
時
間
の
読
書
も
許
さ
る
。
而
し
て
未
た
起
座
を
許
さ
れ
ず
。
昨
日
灌
腸
の
結
果
、
今
日
も
多
量
の
便
通
あ
り
。
看
護
婦
一
名
交
替
す
。
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○
八
月
廿
七
日
夜
来
降
雨
あ
り
。
今
朝
涼
気
を
覚
ゆ
。
尽
日
雨
模
様
。
病
状
別
異
な
し
。
田
辺
久
蔵
、
角
田
真
平
、
杉
田
金
之
助
、
富
岡
永
洗
諸
氏
よ
り
見
舞
状
到
る
。
富
岡
氏
に
揮
毫
を
托
し
置
け
る
画
帖
幷
に
小
切
小
包
に
て
到
着
す
。
又
、
東
京
宅
へ
申
遣
は
せ
し
衣
類
小
包
に
て
到
達
。
左
の
諸
氏
、
交
々
来
訪
あ
り
た
り
。
　
　
　
　
青
木
定
謙
氏　
　
野
沢
卯
市
氏　
　
小
田
長
四
郎
氏
　
　
　
　
小
師
橘
三
郎
氏　
永
井
一
禾
氏
」（
12
ウ
）
今
日
、
晩
餐
に
始
め
て
少
量
の
魚
肉
と
葡
萄
酒
に
煮
た
る
林
檎
を
食
す
。
○
八
月
廿
八
日
晴
。
風
あ
り
、
涼
し
。
病
状
別
異
な
し
。
今
日
よ
り
一
時
間
位
起
座
を
試
む
こ
と
を
許
さ
る
。
東
京
宅
へ
病
状
を
報
道
す
。
宅
よ
り
若
干
の
書
籍
、
小
包
郵
便
に
て
到
達
す
。
左
の
諸
氏
の
訪
問
あ
り
。
　
　
　
　
千
頭
清
臣
氏　
　
広
井 
一
氏 　
斉
藤
八
郎
兵
衛
氏
　
　
　
　
寺
崎
広
業
氏　
　
石
崎
佐
一
郎
氏
渡
辺
嘉
一
、
田
巻
義
平
太
両
氏
よ
り
見
舞
状
到
来
。
午
後
例
刻
、
若
杉
病
気
之
為
代
診
来
り
診
す
。
看
護
婦
一
名
」（
13
オ
）
交
替
す
。
○
八
月
廿
九
日
晴
。
北
風
。
病
状
別
異
な
し
。
東
京
宅
よ
り
小
包
郵
便
に
て
衣
類
到
着
。
尾
崎
紅
葉
氏
よ
り
枕
上
消
悶
の
用
に
と
て
数
巻
の
文
学
書
を
送
ら
る
。
直
ち
に
謝
状
を
出
さ
し
む
。
本
日
左
の
諸
氏
交
々
来
訪
あ
り
。
　
　
　
丸
山
新
十
郎
氏　
山
下
覚
次
郎
氏　
真
島
中
（
マ
マ
）太
郎
氏
　
　
　
真
島
御
老
母　
　
島
興
三
郎　
　
　
小
林
忍
氏
又
、
左
の
諸
氏
よ
り
見
舞
状
を
寄
せ
ら
る
。
　
　
　
佐
藤
伊
三
郎
氏　
桐
生
吉
英
氏　
　
小
林
順
造
氏
　
　
　
高
橋
文
質
氏　
」（
13
ウ
）
午
後
例
刻
、
若
杉
、
竹
山
両
医
師
交
々
来
診
の
末
、
病
状
回
方
な
れ
ば
自
今
日
々
診
療
を
要
せ
す
。
明
日
よ
り
隔
日
診
察
す
べ
し
と
告
ぐ
。
下
剤
を
服
し
た
る
も
便
通
な
し
。
○
八
月
三
十
日　
気
温
八
十
五
度
晴
。
病
状
別
異
な
し
。
和
泉
を
し
て
東
京
宅
へ
病
状
を
報
せ
し
む
。
市
島
春
城
自
伝
資
料
『
枕
頭
日
誌
』
解
題
・
影
印
・
翻
刻
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又
、
宗
家
、
水
原
本
泉
、
丹
呉
等
の
親
戚
へ
近
況
を
報
告
せ
し
む
。
寺
﨑
広
業
氏
よ
り
十
六
羅
漢
の
画
幅
を
贈
ら
る
。
こ
れ
は
余
の
病
室
に
掲
け
し
容
斎
筆
十
六
羅
漢
に
倣
ひ
、
広
業
氏
の
意
匠
を
加
へ
た
る
も
の
。
余
か
鎌
倉
に
伴
い
し
一
幅
、
即
ち
是
れ
也
。
高
田
早
苗
」（
14
オ
）
今
井
鉄
太
郎
氏
よ
り
見
舞
状
到
来
。
左
の
数
氏
訪
問
せ
ら
る
。
　
　
　
山
岸
七
郎
氏　
　
稲
田
甫
吉
氏　
　
吉
田
善
太
郎
氏
　
　
　
真
島
信
城
氏
昨
日
、
下
剤
を
服
せ
し
も
利
か
さ
り
し
為
、
今
日
更
に
用
ゆ
。
午
後
便
通
あ
り
。
今
日
よ
り
小
時
間
つ
ゝ
氷
嚢
を
除
き
、
不
日
全
廃
の
準
備
を
為
す
。
発
病
以
来
今
日
に
至
る
十
七
日
間
、
昼
夜
間
断
な
く
氷
嚢
を
用
へ
て
患
部
を
冷
や
せ
し
な
り
。
○
八
月
三
十
一
日
晴
。
病
状
別
異
な
し
。
気
分
益
々
可
也
。
今
日
よ
り
全
く
氷
嚢
を
除
き
去
る
。
午
後
、
温
湯
を
以
て
腰
部
以
下
を
洗
滌
す
。
看
護
婦
一
名
を
解
傭
す
。
川
上
淳
一
郎
、
山
田
順
一
」（
14
ウ
）
諸
氏
よ
り
見
舞
状
を
寄
せ
ら
る
。
午
後
例
刻
、
若
杉
医
師
来
診
あ
り
。
中
野
平
弥
氏
人
を
遣
は
し
病
状
を
問
は
し
む
。
夜
に
入
り
永
井
一
禾
来
訪
に
付
、
目
下
滞
湊
中
な
る
篆
刻
家
へ
水
晶
印
一
顆
の
彫
刻
を
依
頼
す
。
東
京
か
な
め
家
へ
書
を
投
じ
て
事
を
托
す
。
○
九
月
一
日
今
日
は
農
家
の
厄
日
二
百
十
日
に
当
れ
と
も
、
朝
来
風
な
し
。
天
地
ま
こ
と
に
静
也
。
農
家
の
為
め
に
賀
す
べ
し
。
朝
来
、
久
保
田
金
僢
、
小
田
長
四
郎
、
越
智
脩
吉
、
河
内
広
次
郎
、
和
泉
信
平
の
諸
氏
交
々
来
訪
あ
り
。
昨
日
よ
り
客
と
対
話
を
許
さ
れ
た
れ
ば
、
一
々
延
て
少
時
間
の
談
話
を
為
す
。
前
島
密
」（
15
オ
）
氏
よ
り
見
舞
状
を
寄
せ
ら
る
。
和
泉
を
し
て
容
体
を
報
道
せ
し
む
。
金
五
十
円
也
、
旅
宿
払
之
内
へ
相
渡
す
。
夜
分
就
寝
の
後
、
大
関
誠
一
郎
氏
来
訪
あ
り
。
○
九
月
二
日　
正
午
気
温
八
十
七
度
晴
。
多
少
の
咳
気
あ
り
。
少
し
く
疲
労
を
感
ず
。
然
れ
と
も
口
意
す
べ
き
程
の
異
常
あ
る
に
あ
ら
ず
。
尽
日
平
臥
、
書
を
読
む
。
江
部
淳
心
父
乙
平
、
河
内
広
次
郎
二
氏
来
訪
あ
り
。
午
後
例
刻
、
若
─　　─76
杉
医
師
来
訪
、
下
剤
を
服
す
。
東
京
宅
へ
書
籍
を
遣
す
頼
申
送
る
。
夜
に
入
り
竹
山
医
師
来
診
あ
り
。
○
九
月
三
日
朝
来
雨
あ
り
。
今
朝
、
咳
気
な
し
。
又
、
便
通
あ
り
。
病
状
」
（
15
ウ
）
近
日
平
愈
に
向
ふ
を
以
て
、
今
日
一
先
つ
和
泉
を
帰
京
せ
し
む
る
に
決
し
、
家
事
上
の
事
数
件
を
托
し
、
且
つ
高
田
氏
宛
親
展
書
を
交
付
す
。
蓋
し
発
病
以
来
自
ら
筆
を
と
り
て
書
を
栽
す
る
は
、
こ
れ
を
以
て
初
め
と
す
。
市
島
文
太
郎
氏
帰
国
中
の
処
、
今
日
出
京
に
付
延
て
接
見
し
、
少
時
間
の
談
話
を
為
し
、
家
事
向
に
関
し
依
頼
す
る
所
あ
り
。
和
泉
帰
京
に
関
し
東
京
宅
よ
り
照
電
あ
り
。
直
に
答
ふ
。
和
泉
母
、
笠
原
恵
の
来
訪
あ
り
。
今
日
よ
り
服
薬
に
変
更
あ
り
。
晩
餐
よ
り
食
気
大
に
振
ふ
。
夜
に
入
り
山
田
一
郎
氏
着
湊
の
趣
、
越
智
氏
よ
り
報
あ
り
。
就
寝
後
、
三
島
徳
蔵
氏
来
訪
あ
り
。」（
16
オ
）
○
九
月
四
日
払
暁
、
多
少
の
咳
気
あ
り
。
体
温
三
十
六
度
三
分
。
気
分
頗
る
よ
し
。
内
人
に
親
展
書
を
与
ふ
。
朝
餐
後
理
髪
師
を
招
き
、
頭
髪
を
五
分
苅
に
す
。
蓋
し
坊
頭
と
な
る
は
こ
れ
か
初
め
て
也
。
真
島
仲
太
郎
出
京
に
付
、
来
つ
て
別
を
告
ぐ
。
山
田
一
郎
氏
、
越
智
氏
同
伴
来
訪
あ
り
。
二
時
間
余
東
京
の
近
況
を
聞
く
。
室
孝
次
郎
、
小
埼
懋
、
吉
田
東
伍
諸
氏
の
見
舞
状
を
領
す
。
午
後
、
土
方
（
寧
）、
岡
野
（
敬
次
郎
）
の
二
博
士
来
訪
、
少
時
談
話
の
後
別
る
。
蓋
し
二
氏
は
夏
期
休
暇
を
機
と
し
、
共
進
会
見
物
旁
々
来
県
せ
し
也
。
東
京
宅
よ
り
若
干
の
書
籍
を
送
り
来
る
。
晩
間
本
山
健
治
郎
氏
来
訪
あ
り
。」（
16
ウ
）
○
九
月
五
日
晴
。
朝
六
時
、
体
温
三
十
五
度
八
分
。
内
人
に
書
を
与
ふ
。
横
山
大
観
、
菱
田
春
草
に
托
せ
し
画
来
る
。
壁
間
に
掲
け
て
消
悶
の
具
と
な
す
。
永
井
一
禾
、
合
作
の
画
扇
を
携
へ
来
り
曰
く
、
前
宵
宗
家
主
人
来
県
中
の
文
人
を
松
風
亭
に
会
す
。
此
の
扇
面
、
貴
下
の
見
舞
に
と
て
、
座
中
の
文
人
合
作
せ
し
も
の
と
聞
い
て
之
れ
を
見
れ
ば
秋
色
の
図
、
広
業
、
大
観
、
春
草
、
金
仙
、
一
禾
、
玉
渓
諸
人
の
筆
羅
し
て
、
一
扇
の
内
に
在
り
。
又
、
枕
頭
の
玩
と
な
す
に
市
島
春
城
自
伝
資
料
『
枕
頭
日
誌
』
解
題
・
影
印
・
翻
刻
─　　─77
足
る
。
市
島
直
治
、
明
日
帰
京
之
趣
に
付
来
訪
あ
り
。
東
京
宅
へ
物
を
托
す
。
五
十
嵐
敬
止
来
県
の
由
に
て
見
舞
品
を
贈
ら
る
。
久
須
美
秀
三
郎
氏
の
見
舞
状
を
領
す
。
紅
葉
山
人
」（
17
オ
）
よ
り
頃
日
鐫
ら
せ
た
る
印
譜
を
病
中
の
慰
に
と
て
郵
送
し
来
る
。
山
田
一
郎
氏
来
話
。
踵
て
若
杉
氏
来
診
あ
り
。
東
京
宅
よ
り
早
稲
田
近
刊
書
を
送
り
来
る
。
今
日
、
下
剤
を
仮
ら
す
便
通
あ
り
。
初
め
て
起
つ
て
厠
に
上
る
。
夕
、
体
温
三
十
六
度
一
分
。
食
気
益
々
振
ふ
。
○
九
月
六
日
晴
。
今
朝
、
咳
痰
の
気
な
し
。
気
分
亦
甚
た
可
也
。
朝
来
左
の
数
氏
交
々
来
訪
あ
り
。
　
　
　
旗
野
蓑
織
氏　
　
青
山
佐
一
氏　
　
高
沢
喜
一
郎
氏
　
　
　
石
沢
兵
吾
氏　
　
佐
藤
伊
助
氏　
　
市
島
直
治
氏
直
治
子
、
帰
京
出
発
を
明
日
に
延
ば
し
た
る
と
て
来
訪
。
盆
栽
」
（
17
ウ
）
を
贈
る
（
マ
マ
）。
高
沢
氏
も
又
自
家
珍
愛
の
盆
栽
を
割
愛
し
て
贈
ら
る
。
枕
頭
消
悶
の
具
、
日
を
逐
ふ
て
加
は
る
は
大
慶
也
。
早
川
早
治
氏
の
見
舞
状
を
領
す
る
。
文
三
子
に
簡
し
て
事
を
托
す
。
東
京
宅
よ
り
数
種
の
書
籍
を
贈
り
来
る
。
頃
日
病
苦
薄
ら
く
に
連
れ
無
聊
益
々
甚
し
。
新
刊
書
籍
の
頻
々
到
る
は
、
余
の
最
も
喜
ぶ
る
所
な
り
。
○
九
月
七
日
容
体
異
別
な
し
。
朝
来
左
の
諸
氏
交
々
来
訪
あ
り
。
　
　
　
石
沢
鉄
生
氏　
　
杉
崎
勝
太
郎
氏　
高
沢
喜
一
郎
氏
　
　
　
赤
塚
政
作
氏　
　
安
原
吉
政
氏　
　
平
野
高
吉
氏
鉄
生
氏
は
石
沢
兵
吾
氏
の
息
な
り
。
不
日
出
京
に
付
来
つ
て
」
（
18
オ
）
別
を
告
る
な
り
。
赤
塚
政
作
氏
は
数
日
前
出
京
、
帰
国
に
臨
む
て
東
京
宅
よ
り
云
々
の
事
を
托
さ
れ
、
今
日
来
つ
て
之
れ
を
伝
ふ
る
也
。
内
人
并
に
石
塚
三
郎
の
書
に
接
す
。
寺
崎
広
業
氏
よ
り
来
書
あ
り
、
帰
京
を
報
じ
、
且
つ
例
に
よ
り
絵
画
を
以
つ
て
新
潟
滞
在
中
の
ノ
ロ
ケ
0
0
0
を
吹
聴
す
。
噴
飯
の
至
也
。
久
保
田
金
僢
に
扁
額
の
揮
毫
を
托
す
。
夕
体
温
三
十
六
度
四
分
。
例
刻
、
若
杉
医
師
来
診
あ
り
。
明
日
よ
り
服
薬
を
変
し
、
ク
レ
ヲ
ソ
ー
ト
を
服
す
る
こ
と
ゝ
な
る
。
且
つ
室
内
運
動
を
許
さ
る
、
夜
に
入
り
前
田
仁
太
郎
氏
来
訪
あ
り
。
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○
九
月
八
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」（
18
ウ
）
朝
来
大
雨
あ
り
。
今
朝
多
少
の
咳
痰
の
気
あ
り
。
体
温
三
十
五
度
六
分
。
坪
内
雄
蔵
、
田
原
栄
。
江
部
淳
心
、
河
井
重
蔵
諸
氏
よ
り
見
舞
状
来
る
。
内
人
并
に
児
女
の
郵
書
に
接
す
。
娘
よ
り
は
余
り
手
紙
を
書
く
な
話
し
を
す
る
な
と
注
意
し
、
二
男
よ
り
は
庭
の
盆
栽
元
気
よ
し
な
ど
申
来
る
。
小
児
の
音
信
は
や
さ
し
き
も
の
也
。
内
人
に
書
を
与
ふ
。
東
京
よ
り
中
江
兆
民
の
「
一
年
有
半
」
を
贈
り
来
る
。
床
上
半
日
の
友
を
得
た
る
を
喜
ぶ
。
昨
日
よ
り
屋
内
運
動
を
許
さ
れ
、
今
は
大
概
の
事
を
自
ら
所
し
得
る
様
な
り
た
れ
ば
、
看
護
婦
も
手
持
無
沙
汰
に
て
枕
頭
退
窟
に
堪
へ
さ
る
様
子
あ
り
。
け
ふ
正
午
食
事
の
後
、
初
め
て
ク
レ
ヲ
ソ
ー
ト
若
干
を
服
す
。
此
の
薬
は
余
」（
19
オ
）
か
曽
て
人
の
服
す
る
を
視
て
嫌
厭
に
堪
へ
さ
り
し
も
の
、
今
は
却
つ
て
之
を
服
す
る
人
と
な
る
。
さ
て
も
〳
〵
。
越
智
脩
吉
、
高
沢
喜
一
郎
、
小
師
橘
三
郎
諸
氏
来
訪
あ
り
。
晩
間
、
波
多
野
英
太
郎
も
又
来
り
、
宗
家
の
命
を
伝
へ
て
曰
く
、
此
度
不
慮
の
疾
病
に
罹
ら
れ
痛
傷
之
至
也
。
治
療
上
之
経
費
の
如
き
宗
家
に
於
て
弁
す
べ
き
に
よ
り
意
と
為
す
莫
れ
と
。
余
は
容
を
正
し
て
深
く
宗
家
の
厚
誼
を
謝
し
、
波
多
野
を
し
て
近
日
病
状
を
報
せ
し
む
。
午
後
体
温
三
十
六
度
五
分
」（
19
ウ
）
也
。
○
九
月
九
日
払
暁
雨
あ
り
。
六
時
罷
む
。
気
分
よ
し
。
咳
痰
の
気
な
し
。
長
谷
川
晋
次
郎
氏
来
訪
。
踵
て
丹
呉
老
人
、
豊
次
郎
、
長
子
慶
坊
を
携
へ
見
舞
は
る
。
内
人
の
書
に
接
す
。
午
後
東
京
宅
よ
り
柏
崎
銀
行
牧
口
吉
重
郎
氏
よ
り
借
入
金
期
限
に
関
し
電
報
あ
り
。
直
に
牧
口
氏
宛
照
電
を
発
す
。
増
田
義
一
氏
よ
り
今
夜
見
舞
に
行
く
旨
の
電
報
あ
り
。
坂
口
仁
一
郎
氏
来
訪
。
余
か
発
病
後
、
知
事
と
交
渉
せ
し
加
治
川
一
件
の
仕
末
を
語
る
。
寺
崎
広
業
へ
托
せ
し
画
（
小
切
）
二
枚
小
包
に
て
到
達
。
児
よ
り
見
舞
に
と
て
紅
茶
羽
（
マ
マ
）磨
な
ん
ど
送
り
来
る
。
軽
」（
20
オ
）
井
沢
よ
り
投
郵
の
直
治
の
書
状
を
領
す
。
夜
に
入
り
長
場
龍
太
郎
氏
来
訪
あ
り
。
踵
て
増
田
義
一
氏
到
着
、
直
ち
に
延
て
接
す
。
氏
は
特
に
在
京
校
友
を
代
表
し
見
舞
は
れ
た
る
也
。
書
籍
、
菓
子
、
果
物
等
の
贈
り
も
の
あ
り
。
本
日
下
剤
を
服
し
た
る
結
果
、
十
一
時
に
過
り
便
通
あ
り
。
市
島
春
城
自
伝
資
料
『
枕
頭
日
誌
』
解
題
・
影
印
・
翻
刻
─　　─79
○
九
月
十
日
晴
。
体
温
三
十
六
度
一
分
。
早
朝
よ
り
増
田
氏
と
話
す
。
氏
も
曽
て
肋
膜
炎
を
憂
ひ
、
余
に
対
し
て
尤
も
同
情
あ
り
。
為
め
に
自
家
摂
養
の
実
験
を
語
る
こ
と
甚
た
懇
切
な
り
。
余
は
服
膺
こ
れ
よ
り
之
を
学
は
ん
と
欲
す
る
な
り
。
朝
来
頭
痛
」（
20
ウ
）
を
覚
ふ
。
氷
嚢
を
載
へ
て
閑
臥
、
一
日
を
消
す
。
昨
日
便
通
は
か
〳
〵
し
か
ら
ざ
り
し
を
以
つ
て
、
け
ふ
も
少
量
の
下
剤
を
服
し
た
り
。
午
後
、
看
護
婦
に
暇
を
与
ふ
。
病
室
蕭
然
た
り
。
内
人
の
書
に
接
す
。
早
川
早
治
氏
よ
り
余
の
枕
上
の
無
聊
を
慰
ま
ん
と
て
書
籍
雑
誌
を
贈
ら
る
。
○
九
月
十
一
日
今
朝
、
体
温
三
十
六
度
一
分
。
多
少
の
頭
痛
を
覚
ふ
。
便
通
あ
り
。
頭
痛
漸
く
罷
む
。
笠
柳
裏
書
の
三
百
円
手
形
を
領
掌
す
。
こ
れ
は
、
新
発
田
貯
蓄
銀
行
よ
り
借
入
金
期
限
に
付
更
ら
に
此
の
手
形
を
以
て
延
期
を
請
求
せ
ん
と
す
る
也
。
五
百
円
約
束
手
形
に
調
印
之
上
文
三
子
へ
郵
送
す
。
柏
崎
牧
口
氏
」（
21
オ
）
へ
差
入
分
也
。
内
人
に
書
を
与
ふ
。
増
田
義
一
氏
、
今
朝
二
番
汽
車
に
て
帰
京
の
途
に
上
る
。
谷
資
敬
氏
来
訪
あ
り
。
山
田
一
郎
氏
海
府
よ
り
帰
湊
来
訪
、
旅
行
中
の
事
を
語
る
。
浮
須
善
平
氏
来
訪
あ
り
。
渡
部
公
彬
氏
の
見
舞
状
に
接
す
。
例
刻
、
若
杉
医
師
来
診
あ
り
。
又
、
小
量
の
下
剤
を
服
す
。
七
時
半
便
通
あ
り
。
内
人
よ
り
白
髪
素
麺
、
で
ん
ぷ
な
ど
小
包
に
て
送
り
来
る
。
夜
十
一
時
、
腹
部
疼
痛
を
感
す
る
。
激
甚
厠
に
入
る
も
利
せ
ず
。
医
を
迎
へ
て
診
せ
し
む
。
曰
く
、
下
剤
の
然
ら
し
む
る
所
意
と
す
る
に
足
ら
す
と
。
温
ジ
ャ
ク
を
施
す
。
疼
痛
す
な
わ
ち
罷
む
。
○
九
月
十
二
日　
　
　
　
　
」（
21
ウ
）
体
温
三
十
六
度
。
商
業
会
議
所
聯
合
大
会
を
不
日
新
潟
に
開
会
す
る
に
付
雑
を
虞
れ
、
今
朝
別
室
に
移
る
。
山
田
一
郎
、
肥
田
野
畏
三
郎
、
丹
呉
達
三
、
永
井
一
禾
諸
氏
交
々
来
訪
あ
り
。
宗
家
奥
よ
り
特
に
人
を
遣
は
さ
れ
、
見
舞
品
の
贈
与
あ
り
。
踵
て
亀
三
郎
君
よ
り
も
同
様
贈
品
あ
り
。
近
藤
乕
五
郎
氏
よ
り
見
舞
状
到
来
す
。
金
仙
に
托
せ
し
額
面
の
揮
毫
成
る
。
又
、
高
橋
香
邨
に
托
せ
し
水
晶
印
の
刻
も
成
る
。
東
京
宅
よ
り
書
籍
を
送
り
来
る
。
午
後
来
客
な
く
牀
頭
無
聊
を
極
む
。
紅
葉
山
人
よ
り
贈
ら
れ
た
る
小
説
を
読
─　　─80
む
て
僅
か
に
悶
を
遣
る
。
若
杉
医
師
、
例
刻
来
診
あ
り
。
午
後
体
温
三
十
六
度
五
分
也
。
晩
間
、
小
師
橘
三
郎
、
高
沢
喜
一
郎
氏
来
」
（
22
オ
）
訪
あ
り
。
内
人
に
書
を
与
ふ
。
○
九
月
十
三
日
午
前
三
時
頃
雷
雨
に
驚
き
夢
覚
む
れ
ば
、
多
少
の
咳
嗽
あ
り
。
六
時
体
温
三
十
六
度
。
今
朝
医
師
の
許
可
を
得
て
、
頭
の
洗
濯
を
な
す
。
発
病
以
来
は
じ
め
て
也
。
首
藤
陸
三
氏
よ
り
見
舞
状
到
る
。
氏
も
前
月
よ
り
重
症
に
罹
り
、
今
尚
日
本
赤
十
字
病
院
に
在
り
。
近
日
大
に
軽
快
に
赴
き
、
執
筆
を
許
さ
れ
た
る
筆
始
め
に
此
書
状
を
作
り
あ
り
。
回
復
祝
す
べ
し
。
長
崎
の
小
倉
鎮
之
助
氏
、
目
下
出
京
中
の
由
に
て
、
山
田
一
郎
氏
へ
宛
余
の
病
状
を
電
照
し
来
る
。
古
間
定
、
益
田
信
五
郎
二
氏
来
訪
あ
り
。
門
馬
尚
経
氏
よ
り
近
刊
沼
間
守
一
伝
を
贈
ら
る
。」（
22
ウ
）
東
京
宅
よ
り
書
籍
并
に
娘
共
の
近
日
撮
影
せ
し
小
照
を
お
く
り
来
る
。
午
後
三
時
、
山
田
一
郎
氏
帰
京
に
付
来
り
て
別
を
告
ぐ
。
来
る
二
十
日
一
府
十
四
県
聯
合
共
進
会
褒
賞
授
与
式
執
行
に
付
、
柏
田
知
事
よ
り
案
内
状
を
領
す
。
晩
間
、
波
多
野
英
太
郎
の
書
に
接
す
。
首
藤
陸
三
氏
に
答
ふ
。
医
師
よ
り
自
然
の
便
通
を
は
か
る
為
、
つ
と
め
て
野
菜
を
食
す
べ
し
と
の
勧
め
に
、
今
日
は
「
ト
メ
ト
ー
」
の
調
理
を
命
し
て
食
ひ
、
い
つ
も
な
が
ら
甘
し
と
舌
を
鼓
せ
り
。
午
後
体
温
三
十
六
度
八
分
也
。
○
九
月
十
四
日
今
朝
、
咳
嗽
の
気
な
し
。
体
温
三
十
六
度
八
分
。
半
日
、
客
」
（
23
オ
）
の
訪
ふ
な
く
、
雨
さ
へ
降
り
出
て
ゝ
、
室
内
蕭
然
、
特
に
心
さ
む
し
く
感
し
ぬ
。
午
後
、
斎
藤
庫
三
氏
来
訪
あ
り
。
柏
崎
銀
行
員
佐
藤
宗
、
例
之
手
形
之
件
に
付
来
話
。
江
部
淳
心
の
来
書
に
接
す
。
波
多
野
英
太
郎
に
簡
し
、
万
松
堂
よ
り
書
籍
購
求
之
事
を
托
す
。
内
人
よ
り
四
女
盈
の
小
照
を
送
り
来
る
。
今
夜
九
時
前
後
よ
り
大
雨
あ
り
。
雷
鳴
と
ゞ
ろ
く
。
○
九
月
十
五
日
雨
霽
。
体
温
三
十
六
度
。
今
朝
、
若
杉
学
士
来
診
あ
り
。
曰
く
、
最
早
戸
外
に
歩
を
試
む
る
も
可
な
り
、
最
初
は
壱
弐
丁
目
、
漸
次
距
離
を
増
す
べ
し
。
一
両
日
、
試
み
て
」（
23
ウ
）
差
閊
な
く
ば
、
市
島
春
城
自
伝
資
料
『
枕
頭
日
誌
』
解
題
・
影
印
・
翻
刻
─　　─81
帰
京
の
途
に
就
く
も
可
也
と
、
宛
か
も
出
獄
の
宣
告
を
受
け
た
る
と
。
一
般
欣
喜
禁
す
る
能
は
ず
。
咯
痰
壱
杯
を
病
院
へ
遣
し
試
験
を
乞
ふ
。
内
人
に
書
を
与
へ
て
、
不
日
帰
宅
を
報
す
。
文
三
子
に
発
電
、
来
県
を
需
む
。
波
多
野
英
太
郎
に
も
書
状
に
て
出
湊
を
求
む
。
共
に
帰
京
の
準
備
に
取
掛
ら
ん
と
て
也
。
越
智
脩
吉
、
石
沢
鉄
生
二
氏
来
訪
あ
り
。
岡
崎
正
也
、
門
馬
尚
経
、
安
藤
鐇
諸
氏
よ
り
見
舞
状
を
領
す
。
宅
よ
り
小
説
二
種
到
達
す
。
東
京
か
な
め
家
よ
り
新
案
の
菓
子
器
に
菓
子
を
盛
り
見
舞
と
し
て
贈
ら
る
。
内
人
の
書
に
接
す
。
直
治
よ
り
二
男
学
業
の
件
に
関
し
云
々
し
来
る
。
今
日
、
始
め
て
二
階
を
昇
降
す
。
和
泉
」（
24
オ
）
よ
り
出
発
之
旨
返
電
あ
り
。
午
後
四
時
体
温
三
十
七
度
。
ケ
レ
ヲ
ソ
ー
ト
晩
餐
よ
り
一
粒
を
加
へ
四
粒
と
な
る
。
夜
に
入
り
野
沢
卯
市
氏
来
訪
あ
り
。
○
九
月
十
六
日
午
前
六
時
体
温
三
十
六
度
三
分
。
朝
餐
後
初
め
て
戸
外
に
出
で
、
歩
し
て
万
代
橋
上
に
抵
る
。
信
川
汪
々
と
し
て
流
れ
、
火
船
東
西
に
馳
せ
ち
が
ふ
。
杖
人
を
し
て
躍
如
た
ら
し
む
。
真
島
良
三
郎
、
肥
田
野
畏
三
郎
氏
来
訪
あ
り
。
不
日
帰
京
の
途
に
上
る
に
付
、
臥
病
後
慰
問
を
受
け
た
る
人
々
に
謝
状
を
送
ら
ん
と
て
、
文
案
を
草
し
其
の
印
刷
を
新
潟
新
聞
社
に
托
す
。
家
弟
の
書
に
」（
24
ウ
）
接
す
。
安
藤
、
栗
原
二
氏
に
返
書
を
投
す
。
田
辺
久
蔵
氏
に
書
留
書
状
を
差
出
す
。
過
日
笠
柳
よ
り
裏
書
を
請
ひ
置
き
し
三
百
円
手
形
封
入
。
期
限
は
本
年
十
一
月
十
五
日
也
。
午
後
、
坂
口
仁
一
郎
、
斎
藤
八
郎
兵
衛
二
氏
来
訪
あ
り
。
四
時
、
和
泉
文
三
来
着
。
波
多
野
英
太
郎
に
発
電
、
出
湊
を
促
す
。
就
寝
後
波
多
野
来
り
訪
ふ
。
東
京
宅
よ
り
綿
入
衣
類
験
温
器
等
を
送
り
来
る
。
芝
田
万
松
堂
へ
注
文
の
活
字
本
大
日
本
史
到
達
す
。
夕
刻
体
温
三
十
六
度
三
分
。
○
九
月
十
七
日
朝
体
温
三
十
六
度
七
分
。
新
潟
新
聞
社
へ
托
せ
し
謝
状
之
」（
25
オ
）
印
刷
出
来
に
付
、
慰
問
を
蒙
り
し
県
下
の
知
人
に
発
送
す
。
市
内
四
十
三
人
、
市
外
四
十
七
人
也
。
左
の
諸
氏
交
々
来
訪
あ
り
。
　
　
　
横
尾
平
太
氏　
　
白
勢
春
三
氏　
　
山
岸
条
太
郎
氏
　
　
　
片
田
初
三
氏　
　
谷 
喬
氏 　
　
　
肥
田
野
畏
三
郎
氏
妻
　
　
　
真
島
桂
次
郎
氏　
藤
井
寅
一
郎
氏　
山
下
覚
次
郎
氏
　
　
　
杉
崎
金
蔵
氏　
　
浜
田
健
次
郎
氏
─　　─82
　
　
　
 （
杉
崎
（
北
海
道
小
樽
会
議
所
員
）、
浜
田
（
大
阪
会
議
所
員
）
共
に
聯
合
会
の
為
来
県
せ
し
也
）
午
前
中
、
応
接
に
忙
殺
せ
ら
る
。
午
餐
後
、
歩
を
試
み
万
代
橋
の
中
央
に
抵
り
て
帰
へ
る
。
肥
田
野
（
畏
）、
波
多
野
（
英
）
両
氏
を
招
き
加
治
川
一
件
に
関
し
協
議
す
る
所
あ
り
。
三
浦
宗
春
」
（
25
ウ
）
氏
来
訪
。
氏
は
漢
医
浅
田
宗
伯
高
足
に
て
余
の
郷
里
の
医
也
。
一
診
を
乞
ふ
。
氏
曰
く
、
洋
家
は
肺
患
と
云
は
ん
も
こ
れ
漢
家
の
所
謂
鬱
血
症
に
て
酒
家
の
往
々
患
ふ
る
所
、
深
く
憂
と
な
す
に
足
ら
ず
と
、
明
後
日
再
診
を
約
し
て
去
る
。
山
田
一
郎
、
田
辺
久
蔵
二
氏
の
書
に
接
す
。
佐
藤
伊
助
氏
へ
借
用
金
証
書
を
書
留
状
に
て
郵
送
す
。
こ
れ
は
発
病
前
借
入
れ
し
金
に
対
す
る
証
書
也
。
近
日
帰
京
之
途
に
上
る
に
付
、
諸
般
の
経
費
を
概
算
し
三
百
円
の
前
渡
を
乞
ひ
、
之
れ
を
以
て
波
多
野
英
太
郎
を
以
て
」（
26
オ
）
宗
家
へ
云
々
の
請
求
を
為
せ
り
。
○
九
月
十
八
日
午
前
六
時
体
温
三
十
六
度
。
今
朝
五
時
新
潟
日
報
社
火
を
失
し
、
全
焼
百
十
二
戸
。
六
時
に
至
り
鎮
火
す
。
和
泉
文
三
子
を
栗
林
氏
へ
遣
し
近
火
見
舞
を
為
さ
し
む
。
長
岡
の
石
塚
三
郎
よ
り
余
の
帰
京
期
を
照
電
し
来
る
。
山
田
一
郎
氏
の
来
状
あ
り
。
早
川
早
治
氏
よ
り
書
籍
雑
誌
を
贈
ら
る
。
左
の
数
氏
交
々
来
訪
あ
り
、
応
接
に
忙
は
し
。
　
　
　
小
田
長
四
郎
氏　
　
松
井
郡
冶
氏　
　
　
小
師
橘
三
郎
氏
　
　
　
吉
田
春
太
郎
氏　
　
高
橋
義
彦
氏　
　
　
中
野
平
弥
氏
　
　
　
長
谷
川
晋
次
郎
氏　
石
沢
兵
吾
氏　
　
　
曽
我
直
太
郎
氏
」（
26
ウ
） 
和
泉
巖
吉
氏　
　
　
肥
田
野
畏
三
郎
氏　
平
野
高
吉
氏
正
午
便
通
あ
り
。
若
杉
代
診
午
後
例
刻
来
訪
。
○
九
月
十
九
日
明
朝
二
番
汽
車
に
て
帰
京
之
途
に
上
る
に
決
す
。
文
三
子
を
特
に
阪
口
、
肥
田
野
、
石
沢
、
越
智
、
栗
林
、
二
会
へ
遣
は
し
挨
拶
を
為
さ
し
む
。
三
浦
宗
春
来
診
。
第
二
回
の
診
察
を
受
く
。
氏
の
意
見
は
、
全
（
マ
マ
）回
と
異
な
る
な
し
。
商
業
会
議
所
用
に
て
来
県
の
岡
田
猛
熊
来
訪
。
巌
谷
修
、
野
沢
卯
吉
氏
又
踵
て
来
訪
あ
り
。
松
崎
金
蔵
氏
、
本
日
函
館
へ
帰
へ
る
に
付
来
り
て
別
を
告
ぐ
。
寒
山
寺
和
尚
（
山
田
寒
山
）、
信
越
漫
遊
之
為
来
り
た
る
と
て
訪
問
あ
り
。
市
島
春
城
自
伝
資
料
『
枕
頭
日
誌
』
解
題
・
影
印
・
翻
刻
─　　─83
自
刻
の
印
壱
顆
を
贈
ら
」（
27
オ
）
る
。
午
後
、
栗
林
貞
吉
氏
息
、
石
沢
氏
老
母
、
山
岸
条
太
郎
、
肥
田
野
畏
三
郎
、
真
島
桂
次
郎
、
大
崎
屋
姉
妹
妓
交
々
来
訪
あ
り
。
真
島
氏
よ
り
息
仲
太
郎
氏
の
学
資
金
五
十
円
を
托
さ
る
。
高
橋
公
彬
、
山
田
一
郎
両
氏
の
郵
信
に
接
す
。
宗
家
よ
り
金
三
百
三
十
五
円
電
送
し
来
る
。
右
は
三
百
円
三
十
五
年
度
奨
学
生
之
内
請
取
。
三
十
五
円
加
治
川
一
件
費
用
也
。
晩
餐
に
初
鮭
を
す
ゝ
む
。
深
更
ま
で
行
李
を
と
ゝ
の
ふ
に
忙
は
し
。
今
日
便
通
あ
り
。
○
九
月
二
十
日
体
温
午
前
六
時
三
十
六
度
三
分
。
左
の
諸
氏
交
々
来
訪
あ
り
。
今
朝
、
余
、
帰
京
の
途
に
上
る
に
付
、
何
れ
も
別
を
告
け
ん
と
て
也
。
」（
27
ウ
） 
万
千
野
定
之
助
氏　
阪
口
仁
一
郎
氏　
藤
井
寅
一
郎
氏
　
　
　
吉
田
春
太
郎
氏　
　
吉
田
信
吉
氏　
　
越
智
脩
吉
氏
　
　
　
永
井
一
禾
氏　
　
　
大
竹
幸
吉
氏　
　
松
井
郡
治
氏
　
　
　
山
下
覚
次
郎
氏　
　
高
沢
喜
一
郎
氏　
二
会
主
人
出
発
に
先
た
ち
、
宗
家
主
人
を
旅
宿
に
訪
は
ん
と
欲
す
。
不
在
の
由
に
付
止
む
。
九
時
、
旅
宿
を
発
す
。
十
数
の
知
人
、
沼
垂
迄
見
送
る
。
沼
垂
停
車
場
に
石
塚
三
郎
に
会
す
。
長
岡
校
友
を
代
表
し
、
余
を
柏
崎
迄
見
送
ら
ん
と
て
、
今
朝
特
に
来
り
し
な
り
。
定
刻
汽
車
発
す
。
大
谷
嘉
兵
衛
、
岡
田
猛
熊
の
帰
車
に
会
し
同
乗
す
。
又
、
若
杉
学
士
、
巌
谷
一
六
二
氏
の
新
津
に
赴
く
に
遇
ひ
こ
れ
も
又
同
乗
す
。
長
岡
停
車
中
、
広
井
一
、
中
村
」（
28
オ
）
常
一
郎
二
氏
并
に
石
塚
姉
見
舞
に
と
て
車
中
に
入
り
来
る
。
午
後
二
時
、
柏
崎
へ
着
、
天
京
支
店
へ
投
す
。
即
時
、
体
温
脈
搏
を
検
す
る
に
異
状
な
し
。（
体
温
三
十
六
度
三
分
、
脈
搏
九
十
四
）
新
潟
の
諸
友
に
無
事
着
を
報
し
、
東
京
宅
へ
此
地
着
を
電
報
す
。
内
藤
久
寛
氏
夫
婦
病
気
之
趣
に
て
、
人
を
し
て
見
舞
品
を
送
り
越
さ
る
。
大
関
誠
一
郎
氏
来
訪
。
大
学
基
金
募
集
の
件
を
云
々
す
。
夜
に
入
り
石
塚
辞
し
て
長
岡
へ
帰
へ
る
。
○
九
月
廿
一
日
夜
来
雨
あ
り
。
今
朝
未
た
収
ら
す
。
六
時
体
温
三
十
五
度
七
分
。
七
時
三
十
五
分
の
汽
車
に
て
発
す
。
佐
藤
貞
雄
、
大
関
誠
一
郎
二
氏
停
車
場
迄
見
送
ら
る
。
け
ふ
は
直
ち
に
入
京
す
べ
き
や
、
途
中
」
（
28
ウ
）
一
泊
す
べ
き
や
。
昨
夜
来
の
疑
問
な
り
し
が
、
終
に
軽
井
─　　─84
沢
に
一
泊
と
決
し
、
蓋
し
万
一
を
慮
り
て
な
り
。
直
江
津
よ
り
安
茂
農
商
務
長
官
（
伴
一
郎
）、
京
都
の
西
村
治
兵
衛
等
余
の
車
室
に
入
り
来
り
て
荷
物
堆
を
為
し
、
窮
屈
を
感
す
る
と
て
甚
し
。
雨
は
信
越
の
国
境
あ
た
り
に
は
れ
た
り
。
信
州
に
入
り
な
ば
寒
か
ら
ん
と
の
予
想
は
全
く
外
れ
て
、
暑
気
な
か
〳
〵
に
甚
し
く
、
車
室
内
纊
衣
を
脱
せ
さ
る
を
得
さ
る
程
の
仕
末
な
り
き
。
信
越
道
中
は
往
来
繁
き
余
に
目
新
し
く
感
せ
し
む
る
も
の
一
も
な
し
。
唯
た
浅
間
山
頂
よ
り
立
の
ぼ
る
烟
の
常
よ
り
幾
十
倍
多
き
を
見
て
或
は
変
災
の
前
兆
に
あ
ら
ず
や
と
気
遣
は
し
め
し
の
み
。」（
29
オ
）
三
時
軽
井
沢
に
下
車
し
、
油
屋
に
投
す
。
直
ち
に
体
温
を
検
す
る
に
亦
別
状
な
し
。
便
通
あ
り
。
東
京
宅
へ
発
電
、
明
日
帰
宅
を
報
す
。
今
夜
早
く
寝
に
就
き
し
も
、
夜
具
重
く
し
て
眠
を
な
し
か
た
く
、
二
時
頃
漸
く
ま
ど
ろ
む
と
思
ふ
間
も
な
く
天
は
は
や
白
ら
み
は
じ
め
ぬ
。
○
九
月
廿
二
日
晴
。
六
時
二
十
分
発
車
。
碓
氷
を
越
ゆ
れ
ば
漸
く
暑
気
を
感
し
、
東
京
附
近
に
達
す
れ
ば
病
躯
も
流
石
に
堪
へ
か
た
く
、
羽
織
を
も
脱
し
て
全
く
単
衣
一
枚
と
な
り
、
扇
や
あ
る
と
行
李
を
探
る
に
至
り
ぬ
。
車
中
無
聊
菊
池
幽
芳
の
「
己
か
罪
」
を
読
む
。
午
後
一
時
二
十
分
、
上
野
に
」（
29
ウ
）
着
す
。
学
校
幹
事
、
家
弟
、
児
等
、
門
生
出
迎
へ
停
車
場
に
在
り
。
直
ち
に
帰
宅
。
体
温
を
検
み
す
る
に
三
十
六
度
七
分
也
。
こ
れ
を
病
床
日
誌
と
な
す
。
　
　
　
　
明
治
三
十
四
年
十
一
月
八
日
、
相
州
鎌
倉
海
荘
　
　
　
　
に
於
て
春
城
病
客
し
る
す
。」（
30
オ
）
（
裏
表
紙
）
明
治
三
十
四
年
十
月
下
澣
　
　
鎌
倉
長
谷
僑
店
ニ
於
テ
　
　
　
　
春
城
病
客
